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教科 活用方法

・ディスカッションやスピーチを撮影し、振り返りに使用。

・意見を集約し、集約された意見を基に話合い活動を行う。

・古典教材で手本の朗読を聞いたり、自分の音読を録音して練習。

・書写の授業で手本を提示。

・多面的・多角的に考えるためのツールとして使用。

・資料提示。

・Webを使用しての調べ学習。

・自分の意見をまとめる。プレゼン資料の作成。

・提出箱を使用した生徒の解答の添削。

・生徒の解答を学級全体で共有。画面に書き込んでのポイント確認。

・個別にヒントカードの送信。

・実験レポートを写真に撮って提出。予想や結果の共有。

・前時の振り返り。

・板書を撮影し、それを用いた復習授業。

・動物や植物等のグループ分け。原子モデルの共有。

・音声と画像を録画し、発音の練習や振り返りに使用。

・空欄補充や並び替えなどの単純なテスト。

・SNSのやりとりの場面を実演しながら学習。

・英作文を作成する際に辞書として使用。

・プレゼン資料（Web上の画像を利用した）の作成。

・自分の体の動きを撮影して、客観的に観察。

・単元の中での変容が捉えられるように、学習の記録を残す。

・上手くなったポイントをテキストにして残す。

・制作の様子を記録し、制作過程を確認。

・生徒同士での作品の鑑賞。

・映像資料などの提示。

理科
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※ 左の表で自分ができるものには□にチェックを入れます。

□ロイロノート内で使用するテ

キスト等の作成ができる。

□生徒に画像や資料を送ること

ができる。

□ロイロノートを使って教師と

生徒共に説明できる。

□提出されたものを比較した

り、関連付けたりしながら説明

できる。

□観察やまとめ作業などを画像

と文章とでまとめさせることが

できる。

□パソコンから映像などを取り

込み資料提示などに活用でき

る。

□生徒が提出した課題を添削し

て返却できる。

□話合い活動で生徒の考えを集

計できる。

□動画教材を作成し、授業で活

用できる。

□シンキングツールを用いて話

し合い活動ができる。

□製作や思考の過程をロイロ

ノート上に保存したり、振り返

りをロイロノートに提出させ、

教師が確認し、次時の支援に活

用したりすることができる。

国語

数学

□ｅライブラリで生徒の学習状

況を確認することができる。

□南中版「タブレット使用ルー

ル」に則った指導を確実に行う

ことができる。

□タブレット画面を教室のモニ

ターに映すことができる。（ミ

ラーリング等）

□画像を編集し、授業で活用で

きる。

□家庭に持ち帰り、eライブラ

リなどを用いた学習を行わせる

ことができる。

□タブレットを使うときにはア

カウント情報などの個人情報を

守るよう指導している。

□iPadを起動し、アプリを開く

ことができる。

□文字の入力やタッチなどの基

本的な操作ができる。

□インターネットに接続して調

べることができる。

□カメラ機能で画像や動画を撮

影、保存できる。

□タイマーを使用できる。

□QRコードを読み取り、ウェ

ブに接続できる。

□タブレット端末は文房具とし

て扱うものであるという指導を

している。

□状況に即した情報モラル指導

がすぐにできる。

□アンケート機能を使用して生

徒にアンケートを行うことがで

きる。

□アンケート機能を使用して集

計したものを活用できる。

□テスト機能を使用して、テス

トを行うことができる。

□生徒会本部や専門委員長にロ

イロノート上に資料を提出させ

たり全校生徒が参加できる授業

を設定したりすることで、生徒

総会や生徒会選挙などの生徒会

行事で活用できる。

□資料箱の「マイフォルダ」の

データを整理している。

□部活動で練習の様子を記録し

ミーティング等に活用できる。

□欠席した生徒に予定等を伝え

ることができる。

□休校時など、ZOOMを用いて

資料提示や生徒に発表を求める

など、学習の補充ができる。

南中版 タブレット端末活用ステップアップシート

英語

保健体育

美術

技術

家庭

音楽

教科研修チームで計画した授業におけるロイロノート活用方法

社会ロイロノートの活用

□ZOOMミーティングに参加

し、研修などを受けることがで

きる。

授

業

外

で

の

活

用

授

業

内

で

の

活

用

□ロイロノートで自分の授業を

設定することができる。

□生徒が授業に参加できるよう

に指導できる。

□生徒に課題を提出させること

ができる。

□提出された課題を生徒間で共

有させることができる。

□授業内での調べ学習に活用で

きる。

ZOOM活用

iPad操作

情報モラル

□ZOOMミーティングを自ら作

り、会議を開くことができる。

（休校時の朝の会程度）

□授業や会議の状況に応じて

ミーティングの設定ができる。

□画面のブロードキャストを行

い、資料等を映しながら説明で

きる。


